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「WA」がまち　土浦
第3班　班長：浜津桃子／鎌田将彰／田中弥菜美／宮本隆太郎／山口裕敏　TA：佐藤良太

1． 土浦市の概要

　土浦市は，東京から60km圏内に位置する都市であり，また隣接するつくば市，牛久市とともに「業務核都市」に指定されている．歴史的には，江戸時代の頃から土浦城の城下町として発展し，霞ヶ浦，桜川などの資源から水運の要衝であった．水戸街道ができてからは宿場町として発展をするなど，歴史ある都市である．住宅環境としては常磐線沿線ということもあり，東京の通勤圏内であるためベッドタウン化が進んできていたが，近年では駅前商業地の衰退，郊外化，つくば市の発展などにより，土浦市の魅力が薄れていく現在，土浦市全体のポテンシャルアップが期待されている．
2． 土浦市の現状

2-1． 人口
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図1　土浦市の世帯数と人口
1980年から2005年までの国勢調査をもとに，世帯数と人口の変化を調査したところ2010年の推計では，57,120世帯，144,174人となる見込みで，グラフがそれまでの傾向から大きく増加しているのは，2006年に旧・新治村と合併したことによる．
2-2． 農業・水産業
土浦市の土地利用状況を見ると農地の割合は38%と多い．農業の産出額は，平成7年頃から100億円弱を維持しているが農家数は減少，農地の住宅等への転用が進んでいる．
[image: image2.png]FAH
1,400

1,200 AN

Vd
1,000 \

800

600

400

200

S50 S60 H2 H7 H12 H15 H16 H17 H18



[image: image3.png]S60

S61

H7

H10 H12 H17




[image: image4.png](WNES EFHEHER LY PO — I HENHOT— 4.
TRAEEHTDESIHLY)




　図2　　農業出荷額　　　　　　　図3　農家数・農業人口
土浦といえば，全国生産量第1位，500haの作付面積を誇るレンコンが有名である．土浦市を筆頭に霞ヶ浦周辺で生産がさかんであり，全国の約3割が茨城県産となっている．レンコン麺やレンコンサブレといったレンコンの加工品にも力を入れている．他にもグラジオラスや菊といった花きや果物の栽培もさ
かんで，新治地区では稲作や畑作が多く行われている．
水産業では，霞ヶ浦で水揚げされた魚が佃煮等に加工され，伝統ある名産の味として親しまれているが，水質や生態系の変化により漁獲量は減少傾向にある．
2-3． 観光
土浦の観光資源として，豊かな自然や歴史ある町並み等が挙げられる．霞ヶ浦は国内第2位の面積の湖であり，クルージングや釣りを楽しむことができる．レンコンの産地ということで湖畔沿いにはハス田が広がり，夏には咲き誇る花を観に訪れる人もいる．小野地区の朝日峠では緑に触れ，自然眺望やスカイスポーツを満喫できる．亀城公園や旧水戸街道沿いには歴史的な建造物が集積し，歴史めぐりが楽しめる場となっている．
イベントとしては，桜まつり，キララまつりをはじめとする様々な祭がある他，全国から花火師が集まる花火競技大会は日本三大花火に数えられる．
[image: image17.png]n s o N -
L T B B B ]
R=<

T ,W
QW owo w;wao
O N NN -t nm



[image: image5.png]H16

H17 H18 H19

uBHE

TEAE

H20

H21




図4　観光客数推移（県外・県内）　　　図5　観光客数推移（日帰り・宿泊）
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図6　月別観光客数　
年間の観光客数は130～150万人を維持している．その内訳は，県外客より県内客の方が少し多くなっており，大半は日帰り客である．月別の観光客数を見るとかなり偏りがあり，イベントのある時期に集中している．普段は2，3万人程度と観光客はイベント頼りになっているため，年間を通して人を呼び込める魅力の必要性が感じられる．また，豊かな自然を活かしきれていないように思えた．
2-4． 商業

近年土浦市内から利用可能な商業施設が多くオープンしている．（地図の説明　この地図は土浦周辺の大型商業施設の位置を示している．これだけたくさんあるっていいたい．）それらの多くは，駐車場が整備され，大通に面しており自家用車での利用が便利になっている．一方路線バスは走っているもの，公共交通でのアクセスは不便である．またアクセスの良い土浦駅前のイトーヨーカ堂は，高齢者向けのテナントが多い．高齢者は土浦駅前のイトーヨーカ堂，車を持っている若い世代は大型商業施設を使うという現状が予想され，交通アクセス，世代により行動が制限され利用場所が異なっているのではないかと考える．また土浦駅周辺には桜町の繁華街，大手町の商店街，大和町の老舗やモール505がある[image: image19.png]2000
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．桜町は昼夜問わずネオンが輝き，望ましくない光景が広がっている．商店街に関してはシャッター街になっており，賑わい活気が感じられない．モール505に関しては通勤通学，犬の散歩の通過する人は多いものの，モール505を利用する人が少なく，今年から市民参加型のワークショップが開催されている．
図7土浦市周辺ショッピングセンターの立地図

2-5． 工業
市北部に工業集積地が位置し，神立の土浦・千代田工業団地，テクノパーク土浦北，東筑波新治工業団地，おおつ野ヒルズの4箇所がある．主な企業として日立グループ，コカコーラ，東レ，トステム，ノーリツなどの工場が立地している．霞ヶ浦の西岸に位置し，都心や成田空港から近いという立地のよさから，土浦市として企業誘致を行なっており，近年では製造品出荷額は順調に伸びている．現在でも神立以外の3箇所で誘致を行なっていて，今後は2012年度に圏央道が成田空港まで開通する予定で，アクセス性が向上する見込みがあるため，さらなる企業誘致の可能性があると思われる．
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図8　製造品出荷額の推移
2-6． 交通
公共交通機関としては鉄道，バスがある．鉄道に関しては，南北に常磐線が走り，市内の駅として南から荒川沖，土浦，神立の3つの駅がある．一日平均の乗降客数はJR東日本によるとそれぞれ，荒川沖9016人，土浦17053人，神立5313人となっている．バスに関しては，高速バスは昼間運行の水戸方面，成田空港行き，夜間運行の京都・大阪行きがそれぞれあり，路線バスは市内交通，周辺市町村との連結路線がある．またコミュニティバスとして，地域活性化を目的としたキララちゃんバスが2005年から運行開始されている．
道路は主なものとして，南北に常磐自動車道が走っており，それに平行して東側に国道6号がある．また，それらと交差するように国道125号，354号が走っている．その中で国道6号は，バイパスが暫定的にしか完成しておらず，慢性的な渋滞に悩まされている．今後の企業誘致やアクセス性の強化のためにも早期の整備が必要ではないか．
2-7． 公共施設
土浦市役所は昭和38年に建設，その後平成2年，14年に増築されている．1984（昭和59）年に移転が検討されていたが，税収の減少や他の開発資金により計画はなくなった．しかし近年，老朽・狭隘化によりPFI事業で再び移転が検討されている．現在の交通アクセスは便利とは言えず，駅から徒歩16分，バス利用で所要時間5分，（6本／日）である．
県南の主要総合病院である土浦協同病院は昭和45年に建設されている．市役所同様交通アクセスは不便で，駅から徒歩20分，バス利用で11分となっている．また現在病院と駐車場が離れており，病院利用者にとっては大通りを渡らなくてはならない．
こういった老朽化，アクセスの悪さから市役所・病院に関しては移転先の検討が必要だと思われる．
3． 現状の課題

＜農業・水産業＞

・農家数，農地の減少．
・広報や周辺とのつながりが弱い印象．
・水産業だけでなく観光の要ともなる霞ヶ浦の水質，環境改善．
＜商業＞

・大型商業施設の開業による中心地の衰退．
・駅周辺の繁華街の整備．
＜工業・交通＞

・企業誘致により工業面の伸びが期待できるが渋滞緩和のための道路整備が必要．
＜公共施設＞

・病院，市役所の老朽化，アクセスの悪さから移転先の検討が必要．
・都市機能が点在しており行政運営が非効率．
＜観光＞

・年間を通して人を呼び込めるような魅力に欠ける．
・豊かにある自然を活かしきれていない．
4． まちの声

　土浦見学をしている途中で出会った人々との話の中で，土浦の良さ・楽しいところを伺ってみると，土浦駅近く老舗の方から「何もないのによく来たね．面白くないでしょう．」と言われ，他にも同じような反応をする人がいた．神立駅付近で出会った女子高生は「神立来て楽しいですか？」といい，神立の楽しいところは「公園のトイレに男の子の幽霊が出ること」などと言っていた．
多くの人に聞いたというわけではないため断言はできないが，住民のまちに対する誇りや愛着といったものがあまりないのではという印象を受けた．
5． 人口分析及び将来人口予想
1980年から2005年までの国勢調査をもとに，世帯数と人口の変化を調査したところ，1980年の時点では33,844世帯，112,517人だったのが，2005年には51,090世帯，135,058人と四半世紀で順調に増加した．また，2010年10月1日の推計では，57,120世帯，144,174人となる見込みである．
ここで旧・新治村の人口も考慮すると，合計値は2000年から減少を始めていて，既に土浦市は人口減少時代に突入していた． 
表1　人口の推移[image: image8.png]F 1995 2000 2005 2010
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　土浦市の人口がどのように変化していくのかを，コーホート分析により算出したところ，20年後の2030年には現在よりおよそ15,000人少ない，129,670人となった．ちなみに直近5年間での人口変化がそのまま続いていくと仮定した場合には，140,870人になることも示された．いずれにせよ，将来的に土浦市の人口は減少することが予想される．
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図9　将来人口予測
さらに65歳以上の人口に着目すると，2010年現在で高齢者数は3万人を超え，高齢化率も22.1%と「超高齢社会」になっている．10年後には約4万人となり，高齢化率の28%の「超超高齢社会」の到来が避けられない状況である．
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図10　高齢者数と高齢化率の推移
1980年から5年ごとに地区別の人口を調査し，前の期との比を算出した．1980年代前半では，乙戸地区の土地区画整理事業や板谷地区の団地建設によって人口が増加している．80年代後半はバブル景気も重なり地価が上昇したことを受けて，郊外居住が進んだこともあり，神立駅周辺の人口が大きく増加している．90年代前半では，木田余地区で土地区画整理事業が行われ，住宅地としての供給が始まり，人口増加が起こっている．90年代後半になると，80年代に住宅地開発が行われた地域の人口変化が収まってきている．さらに2000年代前半には，この傾向が市全体に現れ始め，市の人口も頭打ちになってきたようにみえる．近年はおおつ野エリアで土地区画整理事業が行われ，この地区の人口が増加しているほかは，目立った変化はない．
今までの土浦市の人口増加は住宅地開発のみによって発生していたものであり，今後人口の減少が始まるとしたら，さらなる人口の増加は期待できないのではないか．
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図11　5年毎人口比　（色が濃いほど人口増加比が大きい）
6． 目標都市像及び計画フレーム
　目標都市像　　「WA」がまち　土浦
「輪」：産業の輪で土浦市内･周辺地域との繋がりを強化する．
「環」：道路を整備し，交通の循環をよくする．

「把」：都市機能の集積を図り，コンパクトなまちを目指す．
「和」：近隣の地域に比べて多い日本的な建物や自然を生かし，和める空間をつくる．
「話」：住民同士のコミュニティーを強化し，暮らし続けたいと思う町にする．
「我」：各住民が主体となってまちづくりに参加し，街に対する愛着，誇りを高める．
これらの「WA」が実現された「WA」がまち土浦を目指す．
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人口フレームは人口分析の結果から，現在から人口が減少してしまうことを前提として考える．しかし土浦市に関係することとして，2012年度に圏央道が成田方面に延伸され，翌年度にはJRの東京～上野間の東北縦貫線が開通することによる常磐線の東京駅延伸，また，2014年度以降に圏央道の埼玉県方面への延伸が計画されていることから，多方面からのアクセスが向上することによる利便性によって人口増加を期待する．そこで，20年後の2030年の人口を14万人，うち高齢者数を4万人と人口フレームとして設定した．　　　　　　　　　　　　　　　

図12　人口フレーム
7． 主要方針　

7-1． 産業の「輪」
旧新治地区では自立した農業地区として整備をする．
ここでは土浦北ICの存在により都心とのアクセスのよさを生かし農業体験教室や物産販売の強化，広報を図り自立した農業を目指す．また，土浦市の中心部とのつながりも強化し，地産地消を図る．朝日トンネルの開通により，近隣市町村との農業連携を図る．
7-2． 道路の「環」
神立地区は工業地区として強化をする．現在計画されている，圏央道の開通により，アクセスの向上が予想される．それに加え，道路整備を行うことにより，問題となっている渋滞を緩和し，物流の効率化・利便性の向上を図る．工場誘致に積極的で今後伸びが予想される，東筑波新治・テクノパーク土浦北・おおつ野といった工業地区とともに工業面で土浦の産業を支える． 
7-3． 機能集積の「把」
　ホテル跡地を利用し，老朽化した公共施設（市役所，病院）の移設計画を提案する．これによりスマートな行政施設運営が可能となり，また交通の結節点として非常にアクセスしやすい立地であるため利用者サイドからも有益である．
また，交通結節点の役割を持つ土浦駅周辺地区は駅前の再開発事業を行い，駅前ロータリーの改良を行うことによって安全な交通広場を創造し，人々を中心地に引き寄せる役割を持たせる．これらにより安心・安全なまちの玄関口に整備する．
7-4． 自然の「和」
親水空間の整備を行い人々の憩いの場を整備することにより，霞ヶ浦への親近感を抱いてもらう．
観光客の呼び込みでは，総合公園や観光船などの既存のストックを最大限に活用するとともに，水質，環境改善，生態系の保護（環境NPOとの取り組み）イベントを行うことにより，霞ヶ浦だけでなく，広い意味での環境に関心を持ってもらうことができる．
りんりんロードと霞ヶ浦自転車道の相互利用を促進することにより，レジャー要素の需要を上げることができる．
これらの対策により，街のポテンシャルをアップさせる．
7-5． コミュニティーの「話」
モール505などの商業施設に関して改良を行い，既存モールを生かした多くの世代と交流する空間やイベントづくりを行うことが地域コミュニティーの強化につなぐ． 
桜町，大手町などの西側地区は，住宅地，文教地区としての機能を維持していくが，現在非常に防災上よくないため，防災面の向上を図っていく必要がある．
そして市民参加型のまちづくり協議会の開催などにより，老若男女問わず世代を超えた交流が，市民のまちづくりに対する意識を向上させる．
7-6． 「我」がまち土浦

産業の「輪」・道路の「環」・機能集積の「把」・自然・歴史の「和」・コミュニティーの「話」のすべてが互いに機能しあうことにより，住民の心だけでなく，土浦を訪れた方すべての人に愛着を持ってもらい，住民が誇りのもてる　「我」がまち土浦　を目指す．
8． 今後の活動
今までは夜間人口で分析を行っていたため，今後は昼間人口に関しても調査を行い，違いを観察する．
また，圏央道の延伸による経済効果などを分析することによりどれくらいの影響があるかを調査する．
常磐線においても東京駅延伸の計画があるため，東京駅までの運転が開始された際の分析を行い，ベッドタウンとしての需要を予測する．
新治地区においては朝日トンネルの開通による近隣自治体との連携の強化による人の流動分析を行う．
霞ヶ浦に関しては，湖岸開発の事例を調査することにより，有益な開発を見出す．
机上論だけでなく，身の丈にあった現実的開発を行うためには現地調査を行う必要があるため，その調査も継続して行う．
7． 参考・協力
・第７次土浦市総合計画

・国勢調査(1980～2005)

・統計つちうら

・土浦市役所HP　http://www.city.tsuchiura.lg.jp/

最終閲覧日　2010/12/23

・土浦商工会議所 http://tcci.jp/index.html        2010/12/23
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